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論文審査結果の要旨 

本論文は、骨盤臓器脱に対する経膣メッシュ手術は再発率が低いものの合併症報告も多く、経

膣的なメッシュの使用のあり方が問われる中、メッシュの有用性を最大限に生かし、かつ合併症

を極力回避できるように、メッシュの形状を従来使用していたものよりも 56％縮小し、閉鎖孔を

通さないメッシュを使用した手術方法での有用性を検討した論文である。我々が作成したメッシ

ュ型は 5×7cm 大の半円形の形状に 2.5cm 幅の２本の脚がついた形状で、閉鎖孔を通さずにメッ

シュ脚を前膣創からのアプローチで島田ニードルを用いて仙棘靭帯に貫通させた。メッシュの形

状を小さくすることにより剥離面積が少なくなり、そのことは術中、術後の合併症を回避するこ

とにもつながる。さらに島田ニードルを使用することで、海外で使用されている既存のメッシュ

キットでメッシュアームを固定する際よりも小さな剥離でメッシュ脚を前膣創から仙棘靭帯に

貫通させることが可能であり、周囲臓器損傷や術後の排尿障害を少なくしていることにつながっ

たと考えられる。従来、仙極靭帯へのアプローチは後膣壁の創部から行っていたが、前膣壁から

アプローチすることにより剥離操作に伴う直腸損傷のリスクを回避でき、手術時間の短縮などに

もつながる。前膣壁からの仙棘靭帯への到達するこの方法は、膣前壁の下垂と膣断端の下垂がそ

れぞれ重症であっても同じ創から同時修復を可能としている。術後１年目の成績を検討したが、

stage２を再発の定義とした際の再発率はこれまで大きなメッシュを使用した手術の成績と同等

であった。再発に関する検討では BMI のみが再発に関連し術前の重症度は関連認めず、このこ

とは小さなメッシュでもレベルⅠの牽引が確実であることにより重症な臓器脱の修復を可能と

したことを証明したと言える。また、問題視されているメッシュびらんや痛みの発生率は非常に

低い結果を示した。 

このことから、我々の用いているメッシュの形状と手術方法は骨盤臓器脱に対する治療法とし

て有用な方法であると考えられる。また、我々の方法を用いればキット製品を用いなくても、有

効性が高く合併症の低い手術が可能である。このことは本邦のみならず高価なキット製品の使用

ができない後進国においてもメッシュと再滅菌可能なニードルがあれば重症臓器脱の治療が可

能であり非常に臨床的に意義ある論文であると考えられる。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


